
大杉谷登山道 大杉谷登山センター 三重県 環境省 その他

江戸時代以前
記録なし、人跡未踏、到底人の
行くことが出来ないところとして恐
れられてきた。

享保６年 １８８５年
採薬使　野呂元丈らが入山した
記録有

明治４５年 １９１２年
日本山岳会員大北聡彦、大西源
一が大杉谷から大台ケ原へ初め
て直登に成功

昭和１１年 １９３６年 国立公園に指定

昭和１５年 １９４０年
大阪電気軌道（現　近鉄）が桃の
木山の家と登山道を開発。（紀元
２６００年記念事業）

帝室林野局が堂倉小屋を建築

昭和３６年 １９６１年
奈良県営大台ケ原有料道路が大
台山頂まで開通、登山者急増

昭和３８年 １９６３年

昭和４７年 １９７２年 国の天然記念物に指定（文化庁）

昭和５０年 １９７５年

昭和５２年 １９７７年 大台山系山岳遭難救助隊発足

昭和５４年 １９７９年 堂倉吊橋　落橋死亡事故発生

昭和５５年 １９８０年 全区間休止

昭和５６年 １９８１年

昭和５７年 １９８２年
社団法人大杉谷登山センターへ
改組、大杉谷山岳救助隊の規約
制定

昭和６０年 １９８５年

平成２年 １９９０年
「七ツ釜滝」日本の滝１００選に入
選

平成３年 １９９１年
森林生態系保護地域に指定（林
野庁）

平成４年 １９９２年
山岳救助隊が第３４回自然公園
関係功労者環境大臣表彰受賞、
三重県警本部より感謝状を拝領

平成５年 １９９３年

平成８年 １９９６年
山岳救助隊が安全功労者内閣
総理大臣賞受賞

平成１３年 ２００１年
山岳救助隊が三重県県民功労
者表彰受章

歩道の改良、橋梁の改築や新築
昭和５０年三重国体の登山競技

コース

吊橋７基、鋼桁２基、手鎖１２９４
ｍ、避難小屋２棟の整備

吊り橋４基、鋼桁２基、手鎖、避
難小屋の整備



平成１６年 ２００４年

台風２１号により吊橋１０基と、登
山歩道５１箇所、鋼桁４基が被
災。日出ヶ岳～粟谷小屋以外は
通行止め。

平成１９年 ２００７年

平成２０年 ２００８年
大杉谷登山口～日浦杉吊橋手
前まで吊橋３基、鋼桁２基、登山
道１８か所の復旧。

平成２１年 ２００９年
日浦杉吊橋の新設、吊橋１基、
登山道１０箇所の復旧。

平成２２年 ２０１０年
大杉谷登山口～シシ渕が部分開
通

吊橋２基、鋼桁１基、登山道１０
箇所の復旧。

平成２３年 ２０１１年

平成２４年 ２０１２年
シシ渕～七ツ釜滝、粟谷小屋～
堂倉滝が部分開通

鋼桁１基、登山道２箇所の復旧。

平成２５年 ２０１３年 日本山岳遺産認定
吊橋３基、登山道１１箇所の復
旧。

平成２６年 ２０１４年 １０年ぶりに全線開通 社団法人から公益社団法人へ

平成２９年 ２０１７年 大台警察署より感謝状を拝領

平等嵓吊橋の新設、登山道３００
ｍの復旧

大杉谷線歩道基本計画検討会（環境省・三重県・大台町等関係機関から構成）の設置
被災状況の把握、整備方針の検討


